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甘いスイカの生産条件

香川大学農学部

倉田久男

おいしいスイカ，誰でもが願うことであるO ス

イカの場合おいしいとは，肉質にシャりがあって

l省ざわりがよいことも重要であるが，何といって

も甘いことであろう。

1 . 品種による差異

ある栽培条件で多くのJIll種について甘味を比べ

ると，若干の差があるようにみえる。しかし，そ

れぞれの品種特性に合致した栽培をした保証はな

いしく別の試験で必ずしも同一成績にならなしつ， 同じ

tIT:1 f.重内で、もかなりの個体差があって，数果を調べ

て僅かの差では決定的なことは云えなし ¥0

普通1品種10果以上調べて糖度計示度の平均，

0.5以上の差がないと， 差を確認できない程度で

あろう。従って現在経済的1]1:11重として栽培されて

いる品種間で、は，甘さについて決定的な差は明ら

かでなく，別の条件による差の方が大きし 10

2. よく熟した果実が甘い

スイカは成熟に伴って単糖→庶糖に変る O 甘さ

は庶糖の量に支配されるので，甘くなってから熟

するのではなく，熟しながら甘くなってゆく。果

実は甘味の増加過程で収穫されると解されるO

従って甘いスイカの第1条件はよく熟している

ことである。よく熟していると，見た眼からも甘

く感ずるO そのために果肉が色づいただけでな

く，更に 2'"'-4日おいた方が甘¥¥0 

この場合，果形の乱れと過熟が問題になる O 熟

度が進むと，よく充実した立派な果実ほど肩が張

ってくる O もともとスイカは，元成果実は果皮が

厚く肩が張って空胴化し嫌がられているが，よく

熟した果実はこれに似て悪く評価されるところに

問題があるO

しかし，元成果は果形偏平で，果梗部，へた部

ともに窪みが急で深いが，正常果の熟度の進んだ

ものは果形正常で肩のみ張っている O このような

充実し完熟した果実が甘いのだと¥¥う見方を徹底

する必要がある。
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また成熟後ながくおくと過熱になって，肉質と

くに種子周辺から軟化し，シャリがなくなって昧

が劣ってくるO 果実の日持ちについては品種間差

異があって，一般的に黄肉品種または赤肉品種の

うち，果肉の柔らかいもの(果皮の硬さと果肉の硬さ

は比例する場合が多い。〉が比較的日持ちが短L可。こ

れらの品種で、は熟度判定を適確に行い，適熟の巾

が狭いことに注意すべきである。

一般に輸送性のある品種で、酷暑期で、なく，土壌

水分も保たれ地上部が健康であれば，果肉が色づ

いてから 4'"'"'5日は困場においても差支えない

し，その方が甘L、。しかし，高温下で乾燥し，地

上部が傷んで果実が露出し，果実温が高くなる条

件では，日持ちが短く，肉質が悪化するから，果

実だけ日除けをする必要がある O

熟度判定は，開花日からの日数(実際は果実が鶏

卵大の時からの日数〉で判定することが最も誤りが

少なし 1。ただし， 日陰のもの，小さい果実(普通

品種で3kg以下〉は成熟に 3'"'"'5日長く必要である

3. 充実した果実が甘い

葉でできた同化生成物が果実に蓄積して，果実

発育期(開花後20，.....，25日まで〉は果実を肥大させ，成

熟期には甘味を増す。従って充実した大きい果実

が甘くておいし¥¥。そのために，

(1) 適切な施肥によって，果実の充実のために

必要な葉而積を確保する O しかし施肥量が多すぎ

ると，つるが重なりすぎて，活動的な葉が日陰に

なり，甚しいと黄化して同化生成が低下し，多数

のむだづるの発育のために，同化生成物が浪費さ
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れて，一層果実の肥大が悪く昧が劣ってくる O

従って，つるはあまり重ならず，開花30日後，

成熟期にはつるの生長が衰え，随|場全体が成熟葉

の様相になる程度が最もおいしいスイカの生産条

件である O そのための施肥量は，地力，地温，着

果状態，土壌水分，品種などによって興るであろ

うが，とくに玉肥について適切な施肥が大切であ

る。

着果期前から成熟まで，雨が少なく日照りが多

く，肥効は濯水で、コントロールで、きる所が一般に

甘いスイカができる。米国南部諸州，中央アジア

などその例であるが，わが国は梅雨など，そのよ

うな条件にないので施肥で調節する必要がある。

(2) 根群を広く深くして(深耕高畦と余層施肥，

少潜水など〉草勢を強健に保ち，病虫害を防いで活

動的な葉を長く保つζ と，とくに株元から発生す

るタンソ病，コグハン(ツルガレ〉病， ダニなどの

防除に注意する O

(3) 摘果， 1株の結実能力には自ら限界があ

るO 結実したすべての果実が大きく充実した果実

になる、ように，変JI:;果， )青果，なりすぎなど早く

摘果すべきである O

(4) 結実節位，元成り果実がよくないことは前

述のようであるが，何節まで元成りになるかはそ

の条件によって兵る O 低温期，乾燥期は果実の肥

大のために，スイカの株の力が強くなければなら

ないから，節イ立を高くする必要があり，適温期で

は低節位でもよい果実になるO 通常の栽培で親づ

る20節，子づる15節くらいが目標となろう。ハウ

ス栽培では更に低くても差支えな~ ¥0 

また 2，-..， 3番果になって著しく高節位着果は，

高温，栄養不足も加わって果実は小さく丸形で，

硬度は低く，果肉色は淡く甘味も劣ってくるO あ

まり高節位になる場合は，若干着果期がおくれる

が，株元から発生する強勢のつるに更新した方が

よい果実になるO

(5) 温度隔差があること，同化生成物の転移，

蓄積のために温度の日変化が大切である O 日中は

同化生成が盛んで，夜半果実への転移がよく，し

かも呼吸消費が少ない条件がよいことは当然であ

るO 高温期に西南l度地の果実より山陰日本海岸ま

たは東北のものがおいしいのは，着果節位，草勢

の関係もあるが，温度条件からみても考えられる
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一般的に 5'-"'7月，その地方の最低気温の平均

14，-..，160C 頃に着果する栽培の果実がおいしし、。

しかし，秋の温度下降期の果実は温度陥i(~が大き

くても果皮が脆く，甘味が劣りやすし ¥0

4. 接木台
カンピョウ台は，施肥条件に無理がなければ，

実生栽培の果実と甘味に差がない(果形や外観は実

生が美しい傾向がある〉。しかし，カボチャ台(主と

して新土佐系品種〉は栽培地帯によって味に変化が

大きく，温暖水田地帯では，施肥量を減少しでも

甘味が著しく劣って，商品価値のない程度になる

場合が多¥¥0 

しかし温暖地でも傾斜畑地とか，砂丘地，関東

などの台地の畑地;貯では，甘味がのってよい果実

になる。その理由は明石在ではないが，栽i音士山によ

って台木の選定を誤らないことが大切である。

5. 年による差

スイカの甘い年と，それ程でない年とがある。

極端な年だけをとコて調べると，収穫前10'-"'15日

頃の雨が少ないと甘く，雨が多いとI床が劣るよう

にみえるが，更に長年の統計によらなければ明確

な結論はでないし，その年の収穫時期によっても

昧に差を生ずる O

果実内部を調べると，甘味の多い年は中央部と

種子部との差がないが，雨が多くて甘味の劣る年

は，中央部はかなり甘くても，種子部またはその

周辺の落差が甚し¥¥。糖の蓄積が中央から順次周

辺に及ぶためであろう。

6. 収穫後の変化

収穫後室温におくと，長くおくほどシャリは劣

ってくるが，甘い年の果実は貯蔵による糖の減少

は少ないのに対し，甘味の少ない年の果実は，収

穫後早い時期に~~Uの低下が大きし 1。やはり収穫後

は，早く消費者に届けることがよいに決ってい

る。

また高温貯蔵すると，室温に比べ明らかに糖の

低下が大きい。その意味で収穫後は果実温をなる

べく低くおくことが望まし¥¥0 1日だけの高果実

温が，どれだ、け影響するかは明らかでないが，収穫

は午前中行って日陰におくことが安全であろう。

果実を切って長くおくと，切らないものより品

質低下が著し¥¥。切った場合は低温下におき，長

くおかなし、ことである。


